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評価項目 具　体　的　目　標 学校関係者評価委員会からの意見

A

A

A

A

A

A

A

学校関係者評価

３　ＰＴＡ活動と職員福利厚生

授業アンケートを年２回行い、年間指導計画で設定した目標や課題に
沿った授業展開ができるように、積極的な授業改善を行う。

２　庶務業務

より良い授業の実施のために、観点別評価による学習評価を行い、授業
改善につなげていく。また、評価方法の検証を行い、課題を発見するこ
とで、より良い評価方法へのブラッシュアップを図る。

A

各行事等の細目の職員への周知徹底を図るため、２ヶ月分行事予定表を
毎月中旬までに作成し配布する。

ＰＴＡ活動の積極的な推進
と職員福利厚生の充実

生徒一人ひとりの状況を把握し、個に応じた適切な指導を行うことによ
り、出席率　1年生:99.5%　2年生99.0%　3年生99.0%　を目指す。

様式３

 令和５年度　学校評価書　（　計画段階　・　実施段階　）

学校運営方針
　歴史と伝統、南高PRIDEを継承し、凡事徹底を掲げ、個別最適な学びの実現を目指し、社会において活躍できる生徒の育成を推進する。
また、主体的に進路を選択する力、粘り強く取り組む力、社会の変化に柔軟に対応できる力を培い、信頼度の高い学校文化を構築する。

A

昨年度の成果と課題 本年度重点目標 具　体　的　目　標

　コロナ禍における学校行事の縮小等の
制約を受けながらも、感染症対策を徹底
し、学校での学びを大切にした教育活動
を実践することができた。本校の強みで
ある「高みを目指し、自己実現を図る姿
勢の育成」により、前年を大幅に上回る
進路実績に結びつけることができた。
　新学習指導要領および教育改革への円
滑な対応を図るため、教育課程や教務内
規の改定を行う等カリキュラム・マネジ
メントを推進した。また、一人一台端末
が整備されたことでICT環境も整い、授業
改善の機運も高まってきている。
　今年度は校内研修を充実させることに
よりICT活用能力を高め、個別最適な学び
を目指すとともに、教科科目横断型授業
等にも取り組んでいかなければならな
い。また、HPやSNS、PR紙の活用を積極的
に行い、本校の教育活動を組織的に発信
していく必要がある。

【教育方針】
　「鍛え、ほめ、生徒の可能性を最大限に伸ばし、「自
走力」を育成する。」
【重点目標】
　個別最適な学びを提供するために、一人一台端末を有
効に活用するとともに教職員のＩＣＴ活用能力をさらに
高める。
  様々な体験活動や他者と協働した探究的な学びの機会
を設定し「思考力・判断力・表現力および学びに向かう
力」を高める。
　凡事徹底を日々の教育活動の中で積み上げていくこと
により全人的な成長を促し、互いの良さや可能性を認め
あえる人権尊重の精神の涵養を図る。
　学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、
実社会での課題解決に生かしていくための教科等横断的
な学びに取り組む。
　教師力の向上を図り「チーム南高」としての学校力を
高めるとともに学校のブランド化を図り生徒・保護者の
期待に応え地域に愛される学校を目指す。
　教育活動全体を対象とした戦略的広報活動を推進し、
生徒募集につなげる。

　安易な欠席遅刻を無くし、学習に向かう環境づくりを推進する。（出席率９８％以上）
　研修を通してクロームブックやICT等の活用能力を高め、個別最適な学びを目指す。
（研修年３回）
　新しい視点を取り入れた研究授業と教科科目横断型授業を行う。（各教科１回）

　総合的な探究の時間等を活用し、大学や企業等と積極的に連携し探究的な学びを実践す
る。
　担任の進路面談（年３回）による個に応じた進路指導と小論文を含む徹底した大学問題
研究により生徒の進路実現を支援する。（国公立合格８０名以上(九大１名を含む)、難関
私大）

　教育活動全体を通じた前向きな生徒指導により、自律的に考え行動できる生徒を育てる
とともに部活動を活性化する。(加入率８０％以上)
　全教育活動を通じ個人が大切にされた環境を作り（生徒への丁寧な呼名・言葉遣い、校
内の掲示物、清掃状況等）、自尊感情の育成と将来への展望が持てる人権教育を推進す
る。

　HPやSNS、PR紙の活用及び学校説明会などを通して本校の教育活動を組織的に適宜発信
していく。（タイムリーなＨＰの更新、インスタグラム等の立ち上げ）
　卒業時のアンケートで学校満足度９０％以上を目指す。

                                                                                             福岡県立小倉南高等学校　　   　　 

学 校 運 営 計 画 （４月）

自己評価
評　価

（総　合）
　
　
　自己評価は

　　　Ａ： 適切である

　　　Ｂ： 概ね適切である

　　　Ｃ： やや適切である

　　　Ｄ： 不適切である

部分掌・学年 具　体　的　方　策

教
務
部

広
報
・
庶
務
課

広報活動の効果的な実施

中学生や保護者及び地域に本校の魅力を効果的に伝えるために、学校案
内パンフレット・ポスター、チラシ等の広報物を作成し、中学校等に配
布する。

A

ＰＴＡ活動を積極的に推進するために、ＰＴＡ総会、総務会（年４回程
度実施）、理事会（総務会後）、ＰＴＡ諸行事の実施を的確に調整す
る。 A

親和会会計を適切に実施し、衛生的な職員室環境を定期的に維持する。

B

A

A

評価（３月）

Aデータ化したライフレポートを有効活用することで、生徒の振り返り・
学習活動につながる適切な指導を行い、生徒の自己管理能力を育成す
る。自宅学習時間（一日平均）1年：120分　2年：140分　3年：160分以
上を目指す。

A

主体的学習態度の育成

授業改善による教科指導力
の向上及び、カリキュラ
ム・マネジメントの推進

１　広報業務

生徒の「１人１台タブレット」を有効活用し、ICTを利用した「個別最
適な学び」や、「協同的な学び」を推進する。

A

教
務
部

項目ごとの評価

⑨

B

「図書館だより」や「新刊案内」の発行や朝読書週間などの取組、授業
での図書館の活用により、本に親しむ態度を育成し、読書による思考力
の伸長を図る。図書貸出冊数:7冊/人を目指す。

A

A A

・「１人１台タブレット」を授業の中で
活用する場面が増えていることは、良い
ことだ。今後も引き続き活用して欲し
い。

A

・今回の入試では、定員割れにならず良
かったと思うが、安定した倍率が保てる
ようにして欲しい。

次 年 度 の 主 な 課 題

評　価
（総　合）

A

・ライフレポートのデータ化が検討、整備されず
新年度がスタートしたため、全クラスでの実施が
できず、中途半端な形になってしまった。学校と
してどのように運用していくかを再度検討し周知
する必要がある。ライフレポートの活用や面談、
細かな声掛け等により、生徒の状況を把握し、生
徒一人ひとりが出席しやすい環境を作る。
・授業アンケートは回収・集約をICTを活用する
ことで効率化することができたが、実施時期、回
数、質問内容などを検討し、より授業改善につな
がるものにする必要がある。
・学校行事や授業などで「1人１台タブレット」
を活用する場面は増えている。研修課と連携し、
本校内での「1人１台タブレット」の活用事例の
共有を行うことで「個別最適な学び」や、「協同
的な学び」にさらに繋がっていくと考える。
観点別評価についても、教科内での情報共有や検
討を行い、評価方法の検証を行う必要がある。

A
学
務
課

学習指導

・特に学校案内ポスターについては、新学期早々
から作成に取り掛かり、中学校の１学期保護者会
前までに作成完了させる。
・広報について、特にインスタグラムの内容を充
実させるため、情報課をはじめとした各方面と連
携する。
・学校案内パンフレットの表紙について、提案の
一つとして、美術部と連携しながら、学校の質を
アピールするようなものを作成する。
・PTA活動について、新理事の募集について、本
校の活動を具体的に理解してもらえるようなア
ピールを行うことで、募集に応じていただけるよ
うにする。
・課の実務について、担当職員間での実務内容を
共有することで、担当職員間の負担の調整に努め
る。

本校の魅力を効果的に伝えるために、各部課と連携して的確な学校紹介
を企画・実施する。

校内の行事の円滑な運営

行事・儀式等の円滑な実施のため、各部課と企画・立案の調整に努め
る。



評価項目 具　体　的　目　標

A

A

A

A

B

A

B

B

A

A

進
路
部

３　支援金、奨学金等を利用
    した進路支援

家庭状況の理解・把握
事務室と連携

日本学生支援機構など奨学金の情報を、効果的に活用できるように取り
組む。支援金や給付金については事務室と連携して確実に取り組む。

A

キ
ャ

リ
ア
教
育
課

A

１　修学保障と進路保障 校内外での支援の連携
経済的・個別的な課題を抱えた生徒の支援を行い、確かな修学・進路保
障を図る。生徒の修学困難な理由を学年と連携して早期に把握し、その
課題解決のための手段を講じる。

就職、公務員希望者の進路実現達成のための支援を図る。外部機関との
連携を通じて適正な選考が行われるように就学・就労支援に取り組む。
生徒に還元できる情報を収集する。

２　就学・就労保障 外部機関との連携

支
援
課

１　進学実績
・進路意識の確立

　生徒、保護者、教員の共
通認識による、適正な進路
希望の早期確立を図る。

年に１回はオープンキャンパスに参加し、進路について自ら学び自ら考
える生徒の育成をはかる。

生徒対象の進路講演会を年１回以上開き、自己実現を図る姿勢を育成す
る。

進路の手引きを活用した進路ホームルームを開く。卒業生の学びや進路
実績、進路関係のスケジュールを把握することで、自ら情報収集をする
生徒を育成する。

ネオ・サザンクロスプランを軸として、夏期・秋期・冬期に体験的な
キャリア教育活動や集団学習会・補講授業を実施する。

大学、企業、地域との連携によるキャリア教育を各学年適宜実施する。

（第３学年）保護者対象の進路説明会を実施し、生徒の進路実現に向け
ての支援体制を整備する。

２　ネオサザンクロスプラン
・進学体制の確立
３年間を通した進学指導の
実践、希望進路の実現

（第１学年）１月進研模試において、総合３教科GTZ B１ ９０人以上、
A３ ４５人以上を目指す。

（第２学年）１月進研模試において、総合３教科GTZ B１ ７５人以上、
A３ ３５人以上を目指す。

A

A

・来年度の大きな柱：新課程に対応した共通テスト対
策・進路指導に向けた情報収集。進路行事や土曜講
座・放課後課外・休業中の補講・サマーオータムウィ
ンタースクール等の見直し。(３年)早期から遠方へも
目を向けるような進路指導が必要。改変等に伴う総合
型・学校推薦型での定員が増えるため、早期から多様
な方法を用いて受験するよう促していく必要がある。
今年度は推薦・総合型の個別指導は学年を超えて熱心
にご指導していただいた。来年度以降も同様にご指導
をしていただくためにも、学校説明会等で直接入試情
報を収集する必要があると考える。また、オープンス
クールなどの学校行事が土曜日に実施されることが多
く、土曜講座の確保や定期的実施が厳しかった。(２
年)早期からマナビジョンを用いて志望校設定、一人２
校以上オープンキャンパスに参加、興味がある分野を
探究する時間を設けたことは、生徒の進路意識向上に
つながっていると考える。来年度、外部模試において
は、B２層以上を上位層に引き上げ、Ａ１以上の層を厚
くしたい。(１年)今年度はウィンタースクールをほぼ
通常の形で実施することができたが、来年度は物価高
の影響もあるため、貸切バス料金がもっと値上がりす
る可能性がある。また、年末は特に私立大学が入試を
控えていることから、訪問する上で人数制限等の条件
がある場合も多い。日程や内容を見直す必要がある。
(GTEC)検定料の値上げ、2年連続で未受験者が60人程度
いる状態である。学年によっては検定の英語レベルを
変更したほうがよいかもしれない状況であることか
ら、GTECの受験のタイミングやレベルを来年度見直す
べきであると考える。

A

A

（第３学年）国公立大学合格８０人以上(うち総合型・学校推薦型選抜
４５人以上)を目指す。

（第３学年）放課後課外授業及び土曜講座を実施し、大学入学共通テス
トにおいて、共通テスト受験率８５％以上(うち二次(個別)試験受験７
０％以上)を目指す。

A

B

A

生
徒
部

指
導
課

生徒指導

基本的生活習慣を確立と
社会規範・校則遵守の精神
の涵養

保
健
安
全
課

A新型コロナウイルス感染拡大防止による制限された形での学校行事を、
通常の形に戻していくとともに、内容を充実させ、南高生としての帰属
意識を高める。

A

友人と協力し互いの良さを発揮できる人権尊重の精神を育む。また、
様々な学校での活動を通して、社会に通用する生徒の創造力向上を図
る。

ワンヘルスに基づく健康管
理の重要性の周知
保健室利用者の把握と、関
係職員との連携の徹底

ワンヘルスの考え方を職員が理解した上で、生徒全員がワンヘルスの重
要性を認識し、行動できるよう健康管理を徹底させる。

A

美化委員会・保健委員会の活動を通して、環境衛生に関わり、美化・保
健意識を向上させる。定例の美化委員会・保健委員会を実施し、活動を
活性化する。（月１回の定例委員会）

A

生徒・保護者・担任・ｽｸｰﾙ
ｶｳﾝｾﾗｰ(SC)や専門機関との
連携を基本とした、教育相
談活動の推進と生徒支援活
動を充実

｢学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ防止に対する全職員・生
徒の意識の高揚を図る。また、問題が発生したときには速やかに対応に
あたる。また、Google Formsを活用してアンケートを行い、統計分析を
行う。

A

特別支援の必要な生徒に関して、保護者、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ(SC)、専門機関等
との連携を推進し生徒支援を充実させる。個別の教育支援計画を作成
し、支援の方向性を共通理解する。（診断生徒の支援計画作成率
100％）

「時を守り、場を清め、礼を正す」を励行し、生活指導の徹底を図る。
また、校則等のルールについては、生徒、保護者の意見を反映して常に
見直しを行い、その上でルールを守るよう指導し、規範意識を育成す
る。

B

特別活動・部活動やボランティア活動等の多様な他者との関わり合いを
とおして、各自の果たすべき役割を認識し、逞しい人間力を育成する。
（部活動加入率80％以上　県大会出場　運動部20以上　文化部5以上
九州大会3以上　全国大会2以上

A

A

A

A

A

評価

A

凡事徹底を日々の学校生活や特別活動において実践し、自己指導能力の
育成に努める。すべての学校活動において社会人として通用する教育活
動をおこなう。（基本的生活習慣目標　授業出席率99.3%）

A

保健室利用状況を関係職員で情報共有する。保健委員会が毎月1回発行
する保健だより等により、心身の健康に関する意識を高める。また生徒
が「保健だより」を作成することで生徒の意識を高める。（保健だより
定期的発行　年間10回）

A

校内施設の点検と、職員に
対する安全管理の周知徹底
環境美化や環境衛生の意識
の向上

特別活動や部活動を通した
指導による、愛校心や帰属
意識の向上

A

A

A

A

項目ごとの評価

A

・雨の影響で短縮した形になったが、体
育大会の盛り上がりや南薫祭のステージ
企画等、学校行事が、昨年度に比べて充
実していたと感じた。
・今年度は校則の見直しが進み、生徒に
とって学校生活がより良いものになって
いる。

A

・進路変更をする生徒が増加していると
聞き、困り感のある生徒への対策を充実
させる必要があると感じた。

・生徒の確かな修学・進路保障を図るため校内、
外部機関、地域との連携をさらに深める。
 
・就職、公務員希望生徒の進路保障を進路実現に
向けた丁寧な情報の提供など、個に応じた指導、
支援に努める。
 
・奨学金の活用については申込みや手続き等を、
生徒及び保護者に理解させ、円滑にすすめる。
 

生徒支援にかかわる情報を、関係職員で共有する。必要に応じて、ｽｸｰﾙ
ｶｳﾝｾﾗｰ(SC)や専門機関等との連携を図る。また、気になる生徒について
は関係職員で会議を実施し、対応を協議する。（配慮を要する生徒の情
報交換会　年2回以上）

A

・来年度から新教育課程に変わった生徒
達が受験生になると聞いたが、今までと
同様な進路実績が達成できるように期待
している。

A

次 年 度 の 主 な 課 題

・校則については、今後も更なる校則改訂が予測
されるため、改訂方法を再度確認する。また、世
の中の情勢やコンプライアンスを把握し、校則を
検討していく必要がある。そして、指導課のリー
ダーシップを発揮し、校則にどのような意味があ
るのかを生徒に理解させるために、教員間での情
報共有を徹底する必要がある。
・まだ8時昇降口通過が守れていない生徒が多数
いるため、登校指導を徹底し、生徒の様子を観察
する。
・部活動については、加入率が78.9％と、目標の
加入率を下回ってしまった。また、県大会出場の
運動部２６文化部１、九州大会９、全国大会４、
世界大会１、と文化部の県大会出場数も達成でき
なかった。自ら部活動に励むために入部する生徒
を更に増やしていく必要があると考える。
・学校行事については、各行事において生徒の事
後アンケートを必ず実施し、来年度に反映させる
必要がある。行事を生徒と教員で一緒に作り上げ
る姿勢を示し、生徒の意欲を向上させることで、
自ら行動する生徒を育むことができると考える。

・保健室利用者の情報共有は養護教諭と担任（副
任）で連携を取り、生徒の状況把握をしっかり
行っていくことを継続してしていきたい。
・食事後の消毒については、ペーパータオルがあ
る限り継続していく。
・感染症に関する対策を徹底させる。（マスク着
用・手洗い・窓の開閉）
・清掃活動は生徒への初期指導が担当であったた
め、指導に統一性がなかったように感じた。掃除
の取り掛かりをできるだけ早くするように指導す
る。
・生徒が自ら率先して清掃する体制を整え、校内
美化の向上に努めていきたい。
・各種委員会が自発的に活動できるようになって
きた。
・生徒支援に関しては、困り感のある生徒につい
て「特別支援チーム」を立ち上げ協議したり、SC
に繋げたり解決を図った。ただ、担任等がSCに頼
らずに普段からそのような生徒に対応できるよ
う、事例研究を取り入れて研修を行い、教員のス
キルを高めていきたい。
・支援の必要な生徒に関しては、学年団と支援の
方向性を共有する。

教員と生徒に対して初期指導を実施し、日々の清掃活動を徹底、掃除監
督を徹底することにより、校内美化意識の向上を目指し、愛校心の向上
を図る。

部分掌・学年 具　体　的　方　策

保健安全指導



評価項目 具　体　的　目　標 学校関係者評価委員会からの意見

A

A

A

A

A

A

生徒・保護者・地域の期待
に応える教育実践

A A

A

A

A

A

進路部と連携し、適切な進路情報の提供と進路意識の高揚に努める。 A

A

A

生徒・保護者・地域の期待
に応える教育実践

A A

学校ホームページを月６回以上の頻度で更新し、情報発信を行う。

SNSを立ち上げ月6回以上の投稿を行い、教育活動の発信を行う。

研
修
部

情
報
課

教育の情報化

ＩＣＴ機器利用促進のため
の研修会やマニュアル作成

統合型校務支援システムへのスムーズな運用・電子黒板や生徒用タブ
レット端末の効果的な活用、その他教育の情報化の推進を目指し、研修
会の実施やマニュアル作成を３件以上実施する。

A

関係部署との調整を行い、年間８回以上の校内研修の実施を目指す。特
に若年教員研修を充実させ、活躍できる若年教員を育成する。

A

A

研
修
課

職員研修

二
学
年

２学年指導

様々な場面でリーダーとなる生徒の意識を醸成し、学年全体にはフォロ
ワーの重要性を理解させる場を適宜設ける。

A

外部テストの事前事後指導を充実させる。結果を設問ごとに分析し、生
徒の弱点分野克服のための適切な教科指導を実践する。GTZでB1(75名以
上)、A3(35名以上)

自ら学習する意欲を高めることで、140分/日以上の家庭学習時間の確保
に努めさせる。

FAテストで国数英の基礎力定着（平均得点率85%以上）させ、授業では
生徒の能力に応じた教育内容の実践により、学力の向上を図る。

学校生活全般を通して、自己決定できる場や他者と協働する場を設定
し、校訓の精神を自覚させるとともに、周囲を思い遣る人権意識の高揚
につとめる。

A

・南薫祭のステージ企画では、２年生の
活躍が目立ちとても良かった。来年度は
最上級生として学校を牽引してくれると
期待している。

時間の厳守、挨拶の励行、適切な言葉遣いの指導等を通して規範意識を
身につけさせる。家庭学習時間は、１日平均120分以上を目標とする。

　２学年では、希望進路実現に向けての取り組み
と人間性を高めるためる取り組みに重点を置き指
導を行う。

・出席率の向上を図る。目標99.0％（本年度
97.2％）
・学校生活全般において、道徳教育を重視した指
導を行う。
・学校行事や委員会活動を活用した、リーダー
シップとフォロワーシップの育成に取り組む。
・家庭学習時間の確保による、基礎学力の定着を
図る。
・進路情報の提供や個人面談を活用し、進路目標
の設定を含めた、進路意識の高揚を図る。
　
　２年生で更なる成長をし、３年生で飛躍を成し
遂げるための礎をこの1年で築きたい。

A

A

・インスタグラムを開設し、SNSを活用し
た広報活動が進んでおり、入試の倍率の
向上にも役立っているようだ。

A

・定員割れをした学年ということで、先
生方が例年以上に真摯に取組んでいると
感じた。２年生での生徒の成長に期待し
ている。

項目ごとの評価

　最高学年として希望進路を実現する、学年全体
が学校を牽引するリーダーとしての役割を果たす
という２点を学年の指導目標に掲げるとして課題
を明らかにする。まず、希望進路実現に対して現
状は８２％にあたる１５７名が国公立大学を希望
している。一方で直近模試の結果をみると基礎事
項定着のための指導と自宅学習時間の確保させる
ための取り組みが急務である。１月末の０学期講
演会以降意欲的な生徒増えている状況もあり、次
年度に向けてまず３月、春季休業と、この意欲を
落とさないための仕掛けが必要である。同時に面
談を早期に実施し、進路目標を明確にさせたうえ
で学習に臨ませたい。また、模試の活用について
事後指導が不十分であったとの反省が多く上がっ
た。教科と学年で検討し、事後指導の体系づくり
の様な取り組みが必要であると考える。次にリー
ダーとして学年を如何に指導するかである。学校
行事ごとにリーダーの生徒とやり取りをしてきた
が、はじめから主体的に活動できる生徒は多くな
い。しかし、リーダーに限らず周囲の生徒も、場
を設定し、課題を指摘すればそれを修正しようと
する状況は見られる。リーダーとなる生徒には早
め目標設定、指導計画等をつくらせ、学年全体と
して後押しできる環境を構築する。

A

A

A

A

・職員へのICT研修をより一層させ、時間や空間
の縛りに捉われず主体的に学ぶ生徒を育成する体
制の構築を図る必要がある。
・事務部と連携し、WiFiが届かない部屋の改善
や、古いICT機器の更新を推進する必要がある。
・CMSシステムの更新に伴い、新しい学校ホーム
ページを完成させ、本校の魅力を効果的に発信す
ることを目指す必要がある。
・SNSの更新が一部の職員だけの負担とならない
ようにするための方策が必要である。

・学校のデジタル化に対応するための新たなスキ
ルが身につく研修を実施し、校内の業務の円滑化
を図る。
・学務課とも連携し、授業改善の促進や教科横断
的な学びの実現について検討し、具体的な計画を
立てることが必要である。
・教員採用試験の実施日変更に伴い、教育実習期
間を変更することが決まっている。有意義な実習
となる様工夫や検証をすることが必要である。
・研究紀要については、今後の教育活動に活かせ
る内容を充実させ、役に立つ研究紀要を目指す。

A

A

部分掌・学年 具　体　的　方　策 評価 次 年 度 の 主 な 課 題

教師力の向上を図るための
校内研修の充実

A

A

A

中学生・保護者・地域・卒
業生への情報発信 A

授業参観週間・オープンスクール（公開授業）など授業改善のための行
事を２回以上実施する。

A

新しい視点を取り入れた研究授業と教科横断型授業を各教科1回以上の
実施を目指す。

B

関係部署との調整を図り、充実した教育実習を実施し、将来の後継者育
成を目指す。

校内外の研修や研究活動の成果を年度末に研究紀要「紀要南薫」にまと
め、今後の教育活動に生かす。

ＩＣＴ環境の整備・改善 校内のネットワーク環境の効果的な活用を目指し、不具合の改善や、古
い機器の更新など校内で実施できる整備や改善を年間１０件以上実施す
る。

A

将来につなげるための研修
紀要の作成

個別最適化された学びを提
供するための授業改善

教育実習生の指導

A

A

一
学
年

学
年
部

進路面談を年３回以上行い、適切な進路選択と進路目標の早期設定を促
す。

授業規律の確立と基礎学力
の定着

基本的生活習慣の定着

将来を見据えた進路選択

黙想の励行、チャイムからチャイムまでの授業を実施することで授業規
律を確立していく。また、出席率を99.5％以上を目標とする。

生徒の実態に応じた「わかる授業」、主体的・対話的な授業実践をする
とともに朝テスト等を活用して個々の基礎学力の定着と向上を図る。

３年間を見据えた指導を展開していく。特に学年当初の初期指導を通し
て集団としての社会性を養う。

キャリア教育課と連携を図り、サマースクールやウインタースクール等
を通してより高みを目指した進路希望を持たせられるよう指導する。ま
た、１月進研模試総合３教科のＧＴＺのA3 45名以上、B1 90名以上を目
標にする。

教育課程説明会や進路講演会、学年通信等を活用して生徒・保護者に適
切な進路選択のための情報提供を行う。

教育活動全般を通して人権意識の高揚につとめ、適切な人間関係の構築
を図る。

学校の中核としての人材の
育成

具体的進路目標の設定

１学年指導

行事ごとに事前事後の指導を行い、成就感を味わわせるとともに、課題
を発見させ、ステップアップさせる。

習熟度別クラス編成による
学力等の育成



評価項目 具　体　的　目　標 学校関係者評価委員会からの意見

A

A

A

A

A

A

A

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

事
務
部

卒業後も置かれた状況の中で自ら考え行動できる人材となれるよう、教
育活動全般をとおした指導を継続する。

差別やいじめを許さない環境を整え、生徒の人権意識高揚に努める。特
に課題を抱えた生徒との関わりや保護者との連携を密にする。

進路別クラス編成による学
力の伸長

自主・創造・親愛の精神と
愛校心の育成

進路目標の実現

A
本校の学校運営方針に沿っ
た、効果的・効率的な予算
執行

A

A

項目ごとの評価

A

A

A
・施設整備を充実できたようで、今後も
随時必要な更新をして欲しい。

・高いコンプライアンス意識を維持し事務処理を進
め、監査等の指摘はゼロだった。次年度は大量の業務
へのスピード感を持った計画性を向上したい。
説得力のある予算要求資料により、長年の懸案であっ
た体育館照明の改修、放送設備の更新を実施できた。

・感染症対策を徹底しウィズコロナを念頭に学校行事等を工夫しながら学校での学びを大切にした教育活動を実践する。
・高みを目指す自己実現を図る姿勢の育成により、着実な進路実績に結びつける。
・教育活動の広報活動については、SNSを活用しながら充実を図り、少子化の中でも生徒確保に努める。

A

・現段階での進路実績は昨年と同様程度
と聞き、十分な成果が上がっていると思
う。

次 年 度 の 主 な 課 題部分掌・学年 具　体　的　方　策 評価

A

A

・１年次より家庭学習の習慣をつけられるような
工夫が必要。
・ＩＣＴを活用した授業を実施することで、生徒
が効率的に学習に取り組めるような工夫をしてい
かなければならない。
・学校行事で学年としてリーダーシップを発揮し
た経験が、その後の学校生活でもっと活きるよう
に指導していくことが必要。
・コロナ禍で自分を表現することが苦手な生徒も
増えてきたが、学校行事を通してリーダーシップ
の重要性とそこに向かう力を育て、組織力を高め
ていかなければならない。
・安易な進路選択をさせないよう、低学年次より
柔軟な発想ができるような指導が必要。
・より高い進路目標設定とそれに向かって努力す
る力を育成していかなければならない。
・今まで以上に低学年次より、躾についての丁寧
な指導が必要。

各分掌と情報を共有し、教育環境・教育施設の充実に努める。

生徒・保護者・地域の期待
に応える教育実践

「自主・創造・親愛」の精神を自覚させるとともに、最上級学年として
の矜持をもたせる。

評価項目以外のものに関する意見

３学年指導
三
学
年

１ 適正な事務処理
 

２ 予算の有効活用

年３回以上の個別面談の実施で進路意識の高揚を図る。学校行事や小論
文指導等で総合型選抜や学校推薦型選抜に対応できる力を育成する。

財務会計事務の適正な処理
職員間の相互チェックを徹底し、適正な事務処理に努める。監査等での
指摘ゼロ

A

A

授業や課題配信等にＩＣＴを活用し、効率的に学力の定着を図り、生徒
が自らの限界突破に挑戦できるような環境づくりを進める。

学
年
部

学校行事をとおしてリーダーとフォロワーの役割を理解させ、学年とし
て学校全体を牽引できるリーダーシップを発揮できるよう指導する。

進路説明会や学年通信等で保護者にも適切な進路情報を提供し、学校・
生徒・保護者が一体となった指導で国公立大学進学率40％以上をめざ
す。

希望進路に応じた授業展開を工夫していくとともに、適切に課題を課し
ていくことで、１日平均160分以上の学習時間を確保させる。


